
　　

※色の部分は、知的障害養護学校に、主に就学している区域 ※高等養護学校は岐阜圏域の設置を想定
※③岐阜希望が丘養護、④長良養護、⑧関養護、⑩恵那養護、⑫高山日赤分校 ※新設校は病弱の子どもに対応するため、周辺の医療機関との連携をはかる
　 は県内全域を対象 ※既存校の総合化については、新設校の整備状況を見ながら検討
※校名の右欄は、障害種別（知＝知的障害、肢＝肢体不自由、病＝病弱）

　 　 →設置学部（小＝小学部、中＝中学部、高＝高等部）の順

Ａ 岐阜北部 知肢病 小中高

Ｃ 西濃北部 知肢病 小中高 Ｂ 岐阜南部 知肢病 小中高 Ｆ 飛騨北部 知肢病 小中高

Ｄ 西濃南部 知肢病 小中高 Ｈ 高等養護 知 高 Ｅ 可茂 知肢病 小中高 Ｇ 飛騨南部 知肢病 小中高

⑤ 大垣養護 知 小中高 ① 市立岐阜養護 知 小中高 ⑥ 郡上養護 知肢 小中高 ⑨ 東濃養護 知 小中高 ⑪ 飛騨養護 知 小中高

② 市立各務原養護 知 高 ⑦ 中濃養護 知 小中高 ⑩ 恵那養護 知肢病 小中高 ⑫ 高山日赤分校 病 小中高

③ 岐阜中央 知肢病 小中高 ⑧ 関養護 肢 小中高

④ 長良養護 病 小中高
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地域の養護学校を整
備して、遠距離通学
の解消と適正な学校
規模をめざします
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⑤ 大垣養護 知 小中高 ① 市立岐阜養護 知 小中高 ⑥ 郡上養護 知肢 小中高 ⑨ 東濃養護 知 小中高 ⑪ 飛騨養護 知 小中高

② 市立各務原養護 知 高 ⑦ 中濃養護 知 小中高 ⑩ 恵那養護 病 小中 ⑫ 高山日赤分校 病 小中

③ 岐阜希望が丘養護 肢 小中 ⑧ 関養護 肢 小中高

④ 長良養護 病 小中高
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整備後のすがた

各地域に、養護学校が新しく開校します
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　　　　養護学校が不足しているため

　　　　圏域・地域をまたいで就学している
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現状では１校あたり
の就学区域が広く、
遠距離通学や学校
の大規模化が進行
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